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いのちをいただく (生きることは、
柾 谷 雅 弘

知 り合いから紹介された内田美智子さんの
「いのちをいただく」

という本をぜひ、児童に伝えたいと、 9月 12日 の体育館で行った

全校朝会で、実物投影機を使いながら読み聞かせをしました。

この本は、「命 と食」をテーマに講演を行 う熊本県の食肉加
エセ

ンターに勤務する坂本義喜さんの体験談を基にした絵本です。坂本

さんは 「牛を殺す」とい う具体的な事例を交えながら、
「動物の命

を私たちはいただき、生かされている」ことの意味を問い続けます。

その講演録を、福岡県行橋市の助産師、内田美智子さんが物語 り風

にまとめ、佐賀県三瀬村の画家、諸江和美さんが絵をつけました。

物語は、小学校の授業参観をきつかけに、坂本さんと息子
のしの

ぶ君が食肉加エセンターの仕事について語 り合 う場面から、牛
の「み

いちゃん」を同センターに運び込んだ女の子の家族と、坂本さんと

の出会いへと展開します。

これまで女の子がかわいがつてきた牛の
「みいちやん」を、  西日本新聞社刊「いのちをいただく」

坂本さんが、「みいちやん、ごめんよう。・・
・」と言つて殺す場面 (最後の瞬間に

「みいちや

ん」の大きな目から涙がこばれ落ちてきます。)や女の子が
「みいちやん、いただきます。おい

しかぁ、おいしかあ」と言つて泣きながら食
べる場面などは、何度読んでも涙があふれてきます。

「食べ物を大事にしなさい」と百回・千回言 うよりもこ
の本を読んだ方がよつぽど子供たちの

心に響くのではないかと思います。機会がありましたら、ぜひ、
一度、御覧ください。

担任から、「給食をいつもは残す子が一生けん命黙
々と食べていました。」とうれしい話もき

かせてもらいました。一年生からは、道徳で勉強した
「いのちのリレー」と結びつけ、「食べ物

の大切さ」や 「いのちの大切さ」を考えましたという手紙ももら
いました。子供たちにとつて、

「食べること」や 「生きること」を考えるきつかけになれば
この上ない幸せです。
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― lヽ又"~し」  `~し ぃ■葛中で:‐ T｀私達はそ李われた命の意味も考えず、毎日肉を食べてい内田美智子さんのあとラ

ます。
自分で直接手を汚すこともなく、坂本さんのよう

な方々の悲しみも苦しみも知らず、肉を食
べていま

す。『 いただきます』も『 ごちそ うさま』も言わず

にご飯を食べることは私たちには許されないことで

す。感謝しないで食べるなんて許されないことです。

食べ残すなんてもつてのほかです…」と記されてい

ます。私たち大人も常に心に刻みつけたいものです。

食べ物に感謝することにより、子供たちは、毎日

の生活をもつと大切に真剣に生きていかなければな

らないと気付くものと信 じています。

ちょうど、この時期に「国連 WFP協会」より、WFP
ェッセイコンテス トの募集案内がありましたので、 ■‐鷹
20日 の全校朝会で、WFPの活動 (飢えに苦しん  Wor!d Food Progranlneか らの募集案内

で、学校に通 うことができない、学校
へ行っても食事をとることができない、そんな子供たちに

学校給食を支給することで食糧と教育支援する
「学校給食プログラム」を行っています。)と

「食

べること」を考えたエッセイに応募すると一作品につき、給食 1食分 (30円 )が、特別協賛
企

業の協力により国連 WⅦP協会に寄付され、学校給食支援に役立てらることを紹介しま
した。

募集は、 4年生以上の児童が対象となつています。 10月 6日 までに参加希望者は、校長
まで

提出するよう呼びかけています。

保護者の方でも、ご参加いただけます。ご協力いただける方は、是非、
ご連絡ください。

命をいただ くこと )
校 長


